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第一回例会

九州人類学研究会昭和51年度例会一覧

昭和 51年

4月24日

〔研究発表〕

〔8ミリ紹介〕

高漬物英氏（九州大〉 飽と食生活

杉山総丸氏（国際文化福紐協会）

オーストラリアの旅行

第二回例会 総会記念講演 6月 19日

第三国例会 1 0月 30日

〔研究発表〕

近沢敬 一 氏（福聞大）

問村闘澄氏 （九州大）

木原範恭 氏 （ 近 後 大 ）

日本人の自殺の特色

板の図

The New English Bibleの翻訳に見られる矛盾権

迭について 戸） 最近の聖書翻訳論争から~

柳沢義 幸氏（柳沢病院）

インダス文化を中心として~特1ζヘレニズムについて~

（スライド使用）

第四回例会 1 2月18日

第頁回例会

〔研究発表〕 ＜アメリカ調査特集＞

江 淵 一公氏（福岡教育大）

ポーランド系アメリカ人の民族性について

戸v コネチカッ ト州ニューブリテン市の「ポロニア」の

調資から 戸）

綾部恒 雄 氏 （ 九 州 大 ）

アメリカ・マサチューセッツ州のユダヤ人コ Ea ニティ

〆－－.....，民族性の研究戸、J

〔スラ イド紹介〕 名和敏 子 氏 （ 九 州 大 ） カナダ ・アメリ カの旅から

昭和 52年

2月19日

〔研究発表〕 波平思美子 氏（佐賀大）

象徴的分析の客観性伝いしは説得性について

内藤莞 瀬 氏．（九州大）

五島の分牌式家族償行

〔スライ ド紹介〕 徳山怜 子 氏（福間女学院短大）

ロングハウスのくらし戸vサラワクの旅から~
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〔研究例会について← 報告とお願い〕

IITT和51年度の研究例会は、上記のように、計5聞にわたり、9名の会員による研究発表と 3名

の会長iζ よるスラ イド・8ミリ紹介が行伝われた。出給者の数iま、月iζよって多少の変動があるが、

平均すれば30名前後で、例会会場iζ拝借している九大法学部研究会撃が毎回はば満員の情況であ

っfこ。

次年度も、例会は年5-6回開催し、毎回研究発表2名およびスライド ・8ミリ紹介1名の計3

名という原則で行必われるζ とに佐官ている（ 526.25.総会承認）。スライド紹介！;t、昨年度か

ら行とよっている新しい試みである。海外調査や園内翁査を行〈ょった会員による、簡単ではあるが、

もっとも up- to -date な報告を聞く、というのがその趣旨である。

研究会は、文化人類学を中心としつつも、学際的 ・総合科学的アプローチの基本姿勢から、社会

学 ・宗教学 ・民族学 ・言語学 ・法社会学・考古学 ・歴史学 ・心理学 ・形質（自然）人類学等の隣接

諸科学の各分野にもひろくわたるように配慮しはがら、発表令お願いしているが、会員各位からの

積極量的fJ.発表申し出をとくにお願いしたい。また、会員以外でも、発表をお願いできそうな適当えよ

方があれば、事務局 ・研究例会担当までお知らぜいただきたいと思う。

（研究例会担当・江淵一公）
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